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細胞死に JNK、p38-MAPK 及び ERK の活性化が重要な役割を担っていること、ERK の活性化が活性酸素種（ROS）
の産生や JNK、p38-MAPK の活性化に関与することを明らかにした。さらに、エダラボンが NO 誘発の ROS 産生、
JNK、p38-MAPK、ERK 活性化を抑制すること、細胞死抑制作用を示すことを明らかにした。これらの成績は、NO
関連神経変性疾患治療薬としてのエダラボンの可能性を示唆する。 


























的意義を in vitro、in vivo において実証したもので、博士（薬学）の学位授与に充分に値するものである。 
